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北  克一 (キタ カツイチ)   
1949 年 3 月 12 日 大阪府布施市(現、東大阪市) 生まれ  
 
学  歴  
1968 年 4 月  大阪市立大学文学部入学     
1972 年 3 月  大阪市立大学文学部地理学科西洋史コース卒業 
1994 年 4 月  大阪教育大学大学院教育学研究科健康科学専攻修士課程入学 
1996 年 3 月  大阪教育大学大学院教育学研究科健康科学専攻修士課程修了 修士(学
術)     
1999 年 4 月      愛知淑徳大学文学部大学院図書館情報学科後期博士課程入学  
2002 年 3 月  愛知淑徳大学文学部大学院図書館情報学科後期博士課程、単位取得満期
退学           
     
職 歴            
1972 年 5 月  学校法人大阪工業大学事務職員、同図書館配属  
1983 年 4 月   同、摂南大学図書館閲覧・整理係長  等を経て 
1995 年 3 月      同、学校法人を退職    
1995 年 4 月      大阪市立大学経済学部助教授   
1996 年 4 月      大阪市立大学学術情報総合センター(準備室)助教授  
1996 年 10 月     大阪市立大学学術情報総合センター助教授  
1998 年 10 月     大阪市立大学学術情報総合センター教授  
2003 年 4 月  大阪市立大学大学院創造都市研究科修士課程兼学術情報総合センター教
授     
2005 年 4 月  大阪市立大学大学院創造都市研究科後期博士課程兼学術情報総合センタ
ー教授 (～平成 25年 3 月迄) 
2013 年 4 月  大阪市立大学名誉教授、相愛大学特任教授 
 
客員教授等 
1998 年 4 月  放送大学学園客員教授 (～現在に至る) 
2009 年 3 月  相愛大学客員教授 (～2013 年 3 月迄) 
2013 年 3 月      大阪市立大学名誉教授  
      
社会における活動 
1995 年 4 月  日本図書館協会評議員 (～2012 年 3 月迄)     
1995 年 4 月  日本図書館研究会評議員 (～1998 年 3 月迄)    
1996 年 4 月  奈良県図書館ネットワーク副代表 (～現在に至る)    
1999 年 4 月  日本図書館情報学会理事 (～2005 年 3 月迄)    
1999 年 4 月  日本図書館研究会理事 (～2007 年 3 月迄)    
2005 年 4 月  日本図書館情報学会常任理事 (～2008 年 3 月迄)   
2008 年 4 月  日本図書館情報学会理事 (～2011 年 3 月迄)    
2002 年 4 月  国立国会図書館図書館情報学関係情報誌編集企画委員 (～現在に至る) 
2005 年 4 月  大阪府立図書館協議会委員 (～2011 年 3 月迄)    
2009 年 4 月  大阪府立図書館協議会副会長 (～現在に至る)   
2010 年 5 月   大阪府立図書館協議会外部評価部会部会長 (～現在に至る)  
          
司書資格 
1973 年 3 月  司書資格取得       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研  究  活  動  
 
著  書  
1. 北克一編『森耕一図書館学蔵書目録－椙山女学園大学図書館所収－』森耕一図書館学蔵書
目録刊行会, 81p. 平成 5 年 9 月. 
2. 「インタビュ・森耕一：整理技術の話」(志保田務、北克一 )、北克一編「森耕一整理技術
関係文献目録」, 所収 ; 志保田務[ほか]著『目録と分類の理論－森耕一と整理技術論の発
展－』日本図書館研究会, 291 p. 平成 5 年 11 月. 
3. 北克一著「第 V 章森耕一業績目録」, 所収 ; 川崎良孝[ほか]著『公立図書館の思想と実践』 
森耕一追悼事業会, 338 p. 平成 5 年 11 月. 
4. 北克一著「第 8 章電子図書館と図書館員」、「第 10 章文献展望:電子図書館構築をめぐる諸
問題－1990 年代の動向と発展－」、「用語解説」, 所収 ; 原田勝[ほか]著『電子図書館とマ
ルチメディア・ネットワーク』日本図書館協会, 193 p. 平成 8 年 12 月. 
5. 北克一分担執筆, 所収 ; 上田修一[ほか]著『図書館情報学用語辞典』丸善, 8,244 p. 平成 9
年 9 月. 
6. 北克一著『資料組織演習－書誌ユーティリティ目録演習－』M.B.A, 56 p. 平成 9 年 10 月. 
7. 北克一ほか編・分担執筆「第 1 部第 1 章情報検索」、「第 2 部第 1 章インターネットと電子
図書館」, 所収 ; 渡部満彦[ほか]編著『情報検索演習(新・図書館学シリーズ第 6 巻)』 樹
村房, 9,205 p. 平成 10 年 2 月. 
8. 北克一著『資料組織演習－書誌ユーティリティ目録演習－(提示モード編 )』M.B.A, 89 p. 平
成 10 年 5 月. 
9. 北克一著『資料組織演習－書誌ユーティリティ、コンピュータ目録－附:カード目録演習』
M.B.A, 194 p. 平成 10 年 5 月. 
10. 原田勝 [ほか]共著『BBCC アプリケーション実験・研究 : 通信・放送機構奈良リサーチセ
ンターとの共同実験に関する報告書』 新世代通信網実験協議会, 255 p. 平成 10 年 5 月. 
11. 北克一分担執筆「第 14 章コンピュータと資料組織化」, 所収 ; 高鷲忠美[ほか ]編著『資料
組織論』, 放送大学教育振興会, 209 p. 平成 10 年 6 月. 
12. 日本図書館協会件名目録委員会編『基本件名標目表第４版』 日本図書館協会, 第 1 分冊
874 p. 第 2 分冊 236 p. 平成 11 年 7 月(平成 4 年から刊行まで、日本図書館協会件名標目
委員会委員として刊行に関わる). 
13. 高鷲忠美[ほか]共著『学校図書館メディアの構成』放送大学教育振興会, 263 p. 平成 12 年
6 月. 
14. 朝比奈大作[ほか]共著『学校図書館メディアの構成』全国学校図書館協議会, 175 p. 平成
12 年 7 月. 
15. 北克一著『資料組織演習－書誌ユーティリティ、コンピュータ目録－改訂新版』 M.B.A, 
238 p. 平成 12 年 9 月. 
16. 北克一分担執筆「第 3 章電子図書館と図書館の将来」, 所収 ; 井上如[ほか]共著『学術情
報サービス－21 世紀への展望－』 丸善, 8,132 p. 平成 12 年 11 月. 
17. 塩見昇[ほか]共著『公立図書館の任務と目標解説 増補修訂版』日本図書館協会, 85 p. 平
成 12 年 12 月(平成 9 年から刊行まで、日本図書館協会特別政策委員会委員として刊行に
関わる). 
18. 北克一分担執筆「第 8 章私立図書館と図書館同種施設」, 所収 ; 塩見昇, 山口源次郎編著
『図書館法と現代の図書館』日本図書館協会, 385 p. 平成 13 年 2 月. 
19. 北克一編著『電子図書館―デジタル情報の流通と図書館の未来―』勉誠社, 204 p. 平成 13
年 11 月. 
20. 北克一[ほか]編著『公立図書館におけるヤングアダルト・サービス実態調査報告』日本図
書館協会・大阪市立大学学術情報総合センター, 62 p. 平成 15 年 3 月. 
21. 北克一 [ほか]共著『情報検索演習  改訂版(新・図書館学シリーズ第 6 巻)』樹村房, 197 p. 平
成 16 年 4 月. 
22. 北克一編著『学校図書館メディアの構成とその組織化(学校図書館図解・演習シリーズ第 2
巻)』青弓社, 196 p. 平成 16 年 4 月. 
23. 塩見昇[ほか]共著『公立図書館の任務と目標解説 2004 年版』日本図書館協会, 107 p. 平
成 16 年 5 月. 
24. 北克一、米谷優子共分担執筆「学校図書館メディアの特性とその種類」ほか 2 章所収 ; 『学
校図書館メディアの構成とその組織化 改訂版 (学校図書館図解・演習シリーズ第 2 巻)』青
弓社, 196 p. 平成 16 年 9 月. 
25. 北克一分担執筆「OPAC の相互運用性とその機能モデル(第 I 部 目録の理論的展開と実践
的試み ) 」, 所収 ; 『図書館目録とメタデータ (シリーズ図書館情報学のフロンティア第 4
巻) 』勉誠出版,  ix,193 p. 平成 16 年 10 月. 
26. 北克一編著 『学校経営と学校図書館(学校図書館図解・演習シリーズ第 4 巻) 』青弓社, 187 
p. 平成 16 年 10 月. 
27. 高鷲忠美、志保田務、北克一 共著『学校図書館メディアの構成 改訂版』放送大学教育振
興会, 289 p. 平成 17 年 4 月. 
28. 北克一分担執筆「第 III 情報を探す」所収 ; 柴田正美編『新・大学生と図書館』日本図書
館研究会, 266 p. 平成 17 年 8 月. 
29. 志保田務、北克一、山本順一共著『学校教育と図書館－司書教諭科目のねらい・内容とそ
の解説－』第一法規出版, xi, 345 p. 平成 19 年 9 月. 
30. 北克一、村上泰子共著『資料組織演習－書誌ユーティリティ、コンピュータ目録－改訂第
2 版』M.B.A, 242 p. 平成 20 年 3 月 
31. 北克一編著『学校経営と学校図書館、その展望 改訂版(学校図書館図解・演習シリーズ第
4 巻) 』青弓社, 189 p. 平成 21 年 3 月. 
32. 塩見昇[ほか]編 分担執筆『新図書館法と現代の図書館』日本図書館協会, xxii, 442 p. 平
成 21 年 12 月. 
33. 北克一、平井尊士共編著『学校図書館メディアの構成』放送大学教育振興会, 258 p. 平成
24 年 3 月. 
 
論  文  
1. 八木敬子、辻本一好、北克一  共著 「目録担当者から見た NACSIS 総合目録データベー
ス」『情報と科学の技術』39 巻 6 号, pp.201-210. 昭和 64 年 6 月. 
2. 杉町宏、北克一   共著 「学術情報センター目録システムとローカルシステムのインター
フェイスの一例－柔構造結合を考慮して－」『大学図書館研究』34 号, pp.62-70. 昭和 64
年 6 月. 
3. 杉町宏、北克一   共著 「学術情報センター目録システムと柔構造密結合方式による目録
作成－オンライン・バッチ方式によるアップロード／ダウンロード－」『情報の科学と技
術』40 巻 1 号, pp.35-42. 平成 2 年 1 月. 
4. 杉町宏、北克一   共著 「学術情報センター目録システムと柔構造密結合方式による目録
作成－オンライン自動登録の一試み」『情報の科学と技術』40 巻 2 号, pp.115-122. 平成 2
年 2 月. 
5. 北克一 単著「海を渡った NACSIS-CAT－英国日本資料の共同目録の実現性調査プロジ
ェクト」『整理技術研究』28 号, pp.1-7. 平成 3 年 2 月. 
6. 北克一 単著「書誌ユーティリティにおける目録－NACSIS-CAT を例として－」『図書館
界』43 巻 2 号, pp.89-96. 平成 3 年 7 月. 
7. 北克一 単著「COMPAS(COMPuter Aided Subject System)－語彙による新しい主題索
引の試み」『整理技術研究』29 号, pp.31-40. 平成 4 年 1 月. 
8. 北克一  単著「オンライン自動登録方式による遡及変換－書誌ユーティリティ
NACSIS-CAT を利用して」『情報の科学と技術』42 巻 3 号, pp.211-218 平成 4 年 3 月. 
9. 北克一 単著 「ネットワーク時代と大学図書館の公開」『図書館界』44 巻 2 号, pp.68-75. 
平成 4 年 7 月. 
10. 北克一、芝勝徳 共著「公共図書館における OPAC－ネットワーク環境における書誌情報
の展開－」『図書館界』44 巻 2 号, pp.88-93. 平成 4 年 7 月. 
11. 北克一、芝勝徳 共著「基本件名標目表第 3 版 (BSH3 版 )のシソーラス化の試み－外形式
を中心として」『整理技術研究』31 号, pp.53-75. 平成 4 年 12 月. 
12. 今西由実子、北克一 共著「NDC9 版を考える(3 ) 0 類(総記 )の問題点」『図書館界』44 巻
6 号, pp.298-302. 平成 5 年 3 月. 
13. 北克一、芝勝徳、志保田務 共著「書誌情報の標準化と OPAC」『図書館界』45 巻 1 号,  
pp.123-142. 平成 5 年 5 月. 
14. 田村俊明、北克一 共著「NDC9 版を考える(4) 5 類(技術)の問題点」『図書館界』45 巻 2
号, pp.272-276. 平成 5 年 6 月. 
15. 北克一、芝勝徳 共著「図書館多重ネットワーク時代の現状と展望－公共図書館を基軸と
して －」『図書館界』45 巻 3 号, pp.288-293. 平成 5 年 8 月. 
16. 北克一、杉本節子、田村俊明 共著「NCD9 版を考える(5) 6 類 (産業)の問題点」『図書館
界』45 巻 3 号, pp.329-332. 平成 5 年 8 月. 
17. 志保田務、三浦整、北克一 共著「NDC9 版を考える (5) 9 類(文学 )の問題」『図書館界』
45 巻 3 号, pp.333-338. 平成 5 年 8 月. 
18. 志保田務、北克一 共著 「『日本目録規則 1987 年版』改訂の動向と問題点－1992 年改
訂原案の検討－」『図書館界』45 巻 5 号, pp.426-436. 平成 5 年 12 月. 
19. 北克一 単著「現行目録基準における『書誌単位』および『記述の基盤』に関する一考察」 
『整理技術研究』33 号, pp.1-20. 平成 6 年 5 月. 
20. 北克一 単著「英米目録規則修正条項 1993 年について」『整理技術研究』33 号, pp.21-27. 
平成 6 年 5 月. 
21. 北克一、芝勝徳 共著「我が国における主題索引ツール統合の試み」『整理技術・情報管
理等研究集会論集』3 巻, pp.6-31. 平成 6 年 5 月. 
22. 北克一、芝勝徳 共著「OPAC における主題検索と典拠システム－主題検索システム・プ
ロトタイプと利用者 OPAC－」『現代の図書館』32 巻 2 号, pp.115-122. 平成 6 年 6 月. 
23. 志保田務、北克一 共著「目録法の蓄積と現代的課題:NCR1993 年改訂案まで」『図書館
界』46 巻 2 号, pp.66-7. 平成 6 年 7 月. 
24. 吉田憲一[ほか] 共著「参考業務(演習)テキストの検討」『図書館界』46 巻 2 号, pp.50-58. 
平成 6 年 7 月. 
25. 志保田務、北克一 共著「NDC9 版を考える(6) NDC9 版補助表(案)を検討する」『図書館
界』46 巻 6 号, pp.246-252. 平成 7 年 3 月. 
26. 北克一、芝勝徳 共著「基本件名標目表第 4 版機械可読典拠フォーマット (案 )」『現代の
図書館』33 巻 1 号 , pp.55-67. 平成 7 年 3 月. 
27. 村上泰子、北克一 共著「1994 年ユネスコ公共図書館宣言改訂の動向」『図書館界』47
巻 4 号, pp.290-297. 平成 8 年 1 月. 
28. 中村恵信、北克一、志保田務、西田文男、吉田憲一 共著「国立国会図書館関西館（仮称）
構想に対する一検討」『図書館界』48 巻 2 号, pp.56-61. 平成 8 年 7 月. 
29. 村上泰子、北克一 共著 「マルチメディア資料の書誌記述規則－ALA『インタラクティ
ブ・マルチメディアの書誌記述ガイドライン』－」『図書館界』48 巻 2 号, pp.62-68. 平
成 8 年 7 月. 
30. 川村敬一、北克一、芝勝徳 共著「BSO 日本語版の可能性:機械可読版の設計趣旨と利用
法について」『整理技術・情報管理等研究集会論集』5 号, pp.36-48. 平成 8 年 7 月. 
31. 志保田務、北克一 共著「『日本目録規則 1987 年版』以降－新原則に対する管見:「改訂
版」(1994)を含んで－」『整理技術・情報管理等研究集会論集』5 号, pp.49-63. 平成 8 年
7 月. 
32. 北克一 単著 「国立国会図書館関西館(仮称)基本計画の検討－システム面を軸として－」 
『図書館界』48 巻 3 号, pp.150-157. 平成 8 年 9 月. 
33. 北克一、村上泰子 共著「著作権と図書館サービス－マルチメディア資料をめぐって－」 
『図書館界』48 巻 6 号, pp.517-523. 平成 9 年 3 月. 
34. 北克一 単著「大阪市立大学学術情報総合センターの情報発信型「図書館」への取組みの
現状」『学術月報』50 巻 3 号, pp.42-49. 平成 9 年 3 月. 
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